
令和８年度 愛知県 英語教育改善プラン

様式１：小学校

目標
言語活動を通して英語を使う楽しさを実感し、主体的に英語を学び続ける児童の育成

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、R8年度に重点的に取

り組む点について、明瞭かつ具体

的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、学

校訪問や研修会等で見られた状

況を参考にする等して必ずいずれ

かとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は記

載してください（必ずしも記載す

る必要はございません。）。英語

教育実施状況調査等の結果に

ついては必ずしもR7年度のデータ

である必要はなく、R6年度以前

のデータを参考値として記載する

ことも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

• 小学校英語専科指導に係る加

配定数を活用する場合は、一定

の英語力を有する小学校教師の

新規採用に係る取組を必ず記載

すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

こちらのシートには「小学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

①次期学習指導要領を見据えた英語教育の充実
「愛知県小・中学校教育課程研究集会」にて、文科省協議会を踏
まえ、外国語科（英語）の教育課程や学習評価の課題を示し、学
習指導要領に基づく効果的な英語教育を推進する。
❶外国語教育担当指導主事会の開催
「愛知県小・中学校教育課程研究集会」を受けて、外国語教育担
当指導主事会をR7年度から開催し、 愛知県の英語教育の現状とそ
の要因について説明するなどして、授業改善の推進を図る。
❶県作成研修動画活用の推進
オンデマンドで配信している県作成研修動画（言語活動を中心とし
た実際の授業を編集したもの）を、「言語活動が目指している資質能
力を育成する内容になっているか」など授業改善を図るため、各学校の
現職教育研修等での活用を促す。
・令和７年度に実施した教員採用選考試験（令和８年度採用）
では、小学校教諭受験者のうち、英検準１級などの英語力を有する
と認めた受験者を第一次試験で加点対象とした。その結果、一定の
英語力を有する小学校新規採用者の増加につながった。今年度実
施の教員採用選考試験において、引き続き「小学校英語」の加点項
目を設けたり、英語を含めた複数免許状取得者・取得見込み者に加
点項目を設けたりして、一定の英語力を有する者の人材確保に努め
る。

①英語を学ぶことで異文化に触
れる機会が増えることや、楽しく
学ぶことができる授業づくりを学
校で工夫しているため、児童の
興味・関心が高まっていると考え
る。

① R6全国学力・学習
状況調査の質問調査に
おいて、英語の「勉強は
好きか」に肯定的に回答
する割合が、 国語と算
数と比較して高い。
(英語：67.1% 国語：
55.6% 算数：60.3%）

❶R6全国学力・学習状
況調査の質問調査におい
て、英語の「授業の内容
はよく分かるか」に肯定的
に回答する割合が、 国語
と算数と比較して低い。
(英語：76.3% 国語：82.1% 
算数：80.8%）

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力
(専科教員含む)

言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

❶体験的な言語活動を実施
できている一方で、「何ができる
ようになったか」が、児童に見え
づらくなっていると考える。小学
校においてもコミュニケーションを
行う目的や場面、状況等を意
識した言語活動を設定し、児
童が自己調整を図ることができ
るように指導した上で、パフォー
マンステスト等を適切に位置付
けることが必要であると考える。



令和８年度 愛知県 英語教育改善プラン

様式１：中学校

目標

言語活動を通して英語によるコミュニケーションに積極的に取り組み、主体的に英語を学

び続ける生徒の育成
○CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合（R7：54.3%⇒R8：60％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶国語、算数・数学の減少幅
と比べると、外国語はその減少
幅が格段に大きく、早い段階か
ら英語に触れる、慣れる、使う
機会が必要であると考えられる。
❷英語の授業における学習者
用デジタル教科書の良さや効
果的な活用方法の周知が進ん
でいないことが原因であると考え
る。

①授業改善の推進
県作成研修動画（言語活動を中心とした実際の授業を編集した
もの）をオンデマンドで配信し、各学校の現職教育研修等において、
活用を促すことで授業改善を図る。さらには同動画を小中連携の題
材として活用するように周知する。
①英語教育担当指導主事会（10月実施予定）
各地域の英語教育担当の指導主事を対象に、愛知県の英語教育
の状況等を紹介するなどして、授業改善の推進を図る。
❶小・中・高を通したシームレスな英語教育の推進
高校も含めた３校種が連携した英語教育を推進する必要がある。
令和５年度より実施している「あいちリーディングスクール事業」の地区
別授業研修により小中高連携を図り、 １０年間を見通した英語教
育を目指す。
・イングリッシュデイキャンプ（対象 小１～小４）
県立中生徒と共に楽しく英語に触れられるアクティビティを経験する。
・イングリッシュキャンプ（対象 小６～高３）
ALTと共にオールイングリッシュで一泊二日の共同生活を送る。
❷次期学習指導要領を見据えた英語教育の充実
「愛知県小・中学校教育課程研究集会」にて、文科省協議会を踏
まえ、外国語科（英語）の教育課程や学習評価の課題を示し、学
習指導要領に基づく効果的な英語教育を推進する。

①各地域の代表者が集まる「愛
知県小・中学校教育課程研究
集会」等で、文部科学省の
CEFRレベルと紐づけられたCBT
問題の活用方法とともに、 
CEFR A1相当の英語力につい
て伝えることで、教師による、客
観的な生徒の英語力の把握が
進んだ。

①中学３年生でCEFR 
A1相当以上の英語力を
有している生徒の割合が、
５割に到達した。
(R6全国52.4％、愛知県
R6:51.9%→R7:54.3%)

❶R5全国学力・学習状況
調査の質問調査の「英語の
勉強は好きか」に肯定的に
回答する割合が、小学校か
ら中学校で大きく減少。
(小:68.2%→中:49.8%)

❷学習用デジタル教科書を
用いた学習活動が100％で
ない。
（R７ 98.3%）

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R7）、

目標（R8）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が

必要であり、R8年度に重点的に

取り組む点について、明瞭かつ具

体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、R6

全国学調の結果等を踏まえ、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査等の結果

については必ずしもR7年度のデー

タである必要はなく、R6年度以

前のデータを参考値として記載す

ることも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

こちらのシートには「中学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。



令和８年度 愛知県 英語教育改善プラン

様式１：高等学校

目標

グローバル社会で活躍できる力の育成
○CEFR A2/B1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合

（R7： A2以上 47.7％、B1以上 21.0％⇒R8： A2以上 50.0％、B1以上 25.0％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶言語使用における英語の正しさを
強調するあまり、知識・理解の定着に
重きを置いた日本語を中心とした授
業が行われ、結果として、英語担当
教師の英語使用が減ったと考えられる。

①令和５年度より実施している「あい
ちリーディングスクール事業」によって、
授業改善及び指導と評価の一体化
が進み、生徒の英語力が伸長したと
考えられる。

②グローバルに活躍することが期待さ
れる層の育成に資する学校の取組を
他の学校に紹介することで、授業改
善及び指導と評価の一体化が進み、
生徒の英語力が伸長したと考えられ
る。

①CEFR A2レベル相当の英
語力を取得又は有すると思わ
れる生徒の割合について、昨
年からわずかに増加した。
（R6:46.6%⇒R7:47.7%）

②CEFR B1レベル相当の英
語力を取得又は有すると思わ
れる生徒の割合について、昨
年から増加した。
（R6:17.9%⇒R7:21.0%）

❶英語担当教師が授業にお
ける発話の半分以上を英語
で行っている学校の割合につ
いて、昨年から大きく減少した。
（R6:25.8%⇒R7:16.8%）

特に論理・表現Ⅰの授業に
おいて、授業中の発話の半分
以上を英語で行っている英語
担当教師の割合が低い。
（R6:19.7%⇒R7:10.5%）

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R7）、

目標（R8）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、令和8年度に重点的に

取り組む点について、明瞭かつ具

体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査等の結果

については必ずしもR7年度のデー

タである必要はなく、R6年度以

前のデータを参考値として記載す

ることも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点について

は、必ずしも施策・事業に結びつ

ける必要はございませんが、更なる

取組の充実のために施策・事業を

行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

• 特にグローバルに活躍することが
期待される層の拡充のための取
組については、必ず記載してくださ
い。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

①「あいちリーディングスクール事業」の一層の推進
「あいちリーディングスクール事業」において、専門学科等を有する学校を新たに
事業指定校に加えるとともに、異校種の学校で行う研修への積極的な参加を
促す。こうした取組をとおして校種間の連携を推進し、授業改善及び指導と評
価の一体化をさらに進めることで、英語教育の裾野を広げ、本県全体の英語力
の一層の向上を目指す。

②イングリッシュフォーラムの活用
各校の代表生徒が英語で自校の取組成果を発表するイングリッシュフォーラムに
おいて、グローバルに活躍することが期待される層の生徒を含め、生徒一人ひとり
が互いに刺激を与え合う場とすることで学習意欲を高め、より高度な英語習得
へとつなげていく。

❶ 英語によるコミュニケーション活動の推進
生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーション
の場面とするため、授業は英語で行うことを基本とするよう伝えていく。具体的に
は、「あいちリーディングスクール事業」の研究推進校が主催する協議会等を通じ
て、効果的な言語活動の具体例を他校へ共有し、授業改善を促進する取組を
進める。あわせて、言語活動において、ＡＩを活用した「個別最適な学び」と「協
働的な学び」の一体的な充実を図る。また、愛知県高等学校教育課程課題研
究で作成した教材や、コミュニケーション活動の導入方法・実践状況を示す動画
を多くの学校に紹介することで、授業改善の実効性を高めていく。
(参考URL：https://apec.aichi-c.ed.jp/cms/page-3261/page-4136.html）

こちらのシートには「高等学校

外国語教育（小中高連携

を含む）」に関する英語教育

改善プランを記載してください。



目標達成状況一覧表 令和8年度様式 （様式２）

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50 46.1 50 46.6 50 47.7 50 50

25 18.3 25 17.9 25 21.0 25 25

50 37.8 50 35.2 50 50 50

40 37.8 40 37.6 40 40 40

設定（％） 100 94.3 100 100 100 100

公表（％） 50 39.2 50 50 50 50

達成状況の把握（％） 60 53.4 60 60 60 60

70 77.4 80 76.7 80 79.1 80 80

50 25.4 50 25.8 50 16.8 50 50

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50 35.6 50 51.9 55 54.3 60 60

90 54.5 90 90 90 90

90 66.2 90 90 90 90

設定（％） 100 88.3 100 100 100 100

公表（％） 80 53.5 80 80 80 80

達成状況の把握（％） 80 69.2 80 80 80 80

50 36.5 40 36.8 40 54.3 55 55

90 43.4 50 50 50 50

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

設定（％） 100 72.3 100 100 700 100

公表（％） 80 38.6 80 80 80 80

達成状況の把握（％） 80 59.8 80 80 80 80

愛知県教育委員会

高
等
学
校

2023 2024 2025 2026 2027

①CEFR A2レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

2026 2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

①CEFR B1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

小
学
校

「CAN-DOリスト」形式による学習到達
目標の整備状況

中
学
校

2023 2024 2025

①CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

2023 2024 2025 2026

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

指標内容

指標内容

指標内容
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